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プラットフォーム「サステナ NET」の利用について 
ICHI COMMONS株式会社による説明会を実施 
公益社団法人経済同友会は、特定非営利活動法人新公益連盟、一般社団

法人インパクトスタートアップ協会とともに被災地を支援する企業やソーシャルセクタ

ーの結節点としての機能を果たす「能登半島地震支援イニシアティブ」を発足し、活

動しています。 

この度、支援活動を行う会員所属企業、NPO 等の被災地支援団体と自治体

の取り組みに関する情報の共有を円滑化するために、新公益連盟の会員団体であ

る ICHI COMMONS 株式会社のプラットフォーム「サステナ Net」（詳細は P2以

降参照）を活用する運びとなりました。本号ではその説明会の内容をお伝えしま

す。 
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2024年 3月 7日(木) 説明会 

※3月 14日(木)にも同内容の説明会を実施 

 

説明者 

ICHI COMMONS CEO/Founder 

伏見 崇宏 氏 

伏見 崇宏 氏  ICHI COMMONS CEO/Founder 
 

 

 

 

 

 

ICHI COMMONS は 4 年前に立ち上がったスタートアップとして、全国で社会

課題解決のために「だれが・どこで・何をやっているのか」を可視化するプラットフ

ォームである「サステナ NET」を提供している。 

能登半島地震被災地支援に関連する４つのステークホルダー（①被災自治

体、②支援活動を行う経済同友会会員所属企業、③NPO 等の支援団体、

④大学など）による情報連携がスムーズ行われていない実態がある。 

そうした課題解決に向けて、当社システム「サステナ NET」の一部機能を活用す

ることが出来るのではないかと考え、今日の説明会を開催した。 

◆サステナ NET を利用するポイント（サステナ NET の概要は、P2 の資料参照） 

 被災地のニーズは日々変化しており、リアルタイムでの情報共有が重要

である。サステナ NET は、双方向で書き込みが出来、掲示板的に利活

用が可能なシステムであり、効果的な支援に繋げられる。 

 サステナ NET で情報を一括管理することにより、属人的な情報把握の

状態からの脱却が期待できる。（スムーズな問い合わせが可能に） 

 現在は、②会員所属企業や③NPO 等の支援団体のみだが、今後は

被災自治体にも参加いただきたいと考えている。 

 来週以降に本格始動予定である。利用開始には初回登録が必要とな

るため、各社担当者におかれては登録をお願いしたい。 

https://www.shinkoren.or.jp/
https://impact-startup.or.jp/
https://impact-startup.or.jp/


2 
 

 
 

「サステナ NET」の概要（当日説明資料より抜粋） 

 

                       

質疑応答 

Q：過去の利用実績、事例について教えて欲しい？ 

Ａ：過去にはエンジニア人材派遣会社と NPO法人とのマッチングを行い、CSR に関連するプロジェクトを進め、公開している。 

   現在は、NPO側からのニーズを見える化し、そこに対し企業のアセット（資本）提供を行っている。 

Q：利用時にかかる費用はどの程度か。 

Ａ：今回は有事利用である点を考慮し、利用者側の費用負担は発生しない。 

 能登半島地震支援イニチアチブのサイトは、こちらから  

https://susnet.jp/

